
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120

130

140

Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

113

124

116
111

118

98 96
93 94 95

98
103

94 94 95 97
101

111 109

102

一般会計予算規模の推移

億円



　　目　　次

１　各会計歳出予算の推移 1

２　平成３１年度一般会計歳出予算の科目別配分状況 3

３　平成３１年度一般会計歳入予算の内訳 4

４　町税の推移と内訳 5

５　管内市町村との税収の比較 5

６　標準財政規模と地方交付税額 6

７　基準財政収入額及び基準財政需要額の推移 7

８　地方交付税の推移 7

９　投資的経費の推移 8

10　地方債（借金）の償還額と借入額の推移 8

11　各会計地方債（借金）の残高状況 8

12　管内市町村の地方債（借金）と基金（貯金）残高の状況 9

13　財政状況（財政指標） 10

14　人件費の状況 13

15　財務書類４表（統一的な基準） 14

16　人口及び世帯数の推移 19

　　おわりに



１ 各会計歳出予算の推移

　国民健康保険特別会計は、保険給付費（療養給付事業）の減により対前年比２．３％減の２６億
１，３７７万５千円を計上しました。
　後期高齢者医療特別会計は、後期高齢者医療広域連合負担事業費の減により対前年比０．８％減
の２億９，８１７万８千円を計上しました。

　介護保険特別会計は、保険給付費（施設介護サービス給付事業）の増により、対前年比４．３％増
の１８億８，７９９万１千円を計上しました。

　平成３１年度の予算は、第２次財政運営計画を着実に実行できるよう、また、第６期美幌町総合計
画の基本構想に示す将来像の実現に向け、安全で安心な暮らしを支えるための予算を計上するととも
に、公共施設整備に係る関連経費、子育て支援、教育分野などに重点を置き取り組みました。
　その結果、一般会計においては４年連続１００億を上回る予算規模となり、１０２億４，８０２万
８千円、対前年比 ６億６，４２５万８千円、率にして６．１％の減、特別会計５９億１，３８５万
６千円、企業会計３４億５，５６４万６千円となり全会計で１９６億１，７５３万円、対前年比７億
４，９４９万５千円、率にして３．７％の減となりました。

9,766,519 

10,324,380 

9,397,193 9,418,316 
9,507,125 9,658,530 

10,064,959 

11,052,745 

10,912,286 
10,248,028 

11,783,123 

10,876,847 

9,848,008 
10,302,071 

10,442,201 10,338,682 

11,282,996 11,343,468 

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

単位：千円
一般会計の予算規模の推移 予算額 決算額

2,743,859 

2,854,036 2,891,883 2,955,960 2,970,666 3,227,807 3,180,047 3,066,500 

2,675,604 2,613,775 

240,165 241,950 263,244 278,025 300,223 292,814 276,569 280,170 300,695 298,178 

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

単位：千円

国民健康保険・後期高齢者医療特別会計
予算規模の推移

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

1,268,463 1,257,104 

1,450,703 
1,483,628 

1,651,637 1,670,829 
1,708,378 1,767,610 1,809,465 

1,887,991 

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

単位：千円

介護保険特別会計予算規模の推移
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　公共下水道特別会計は、公共下水道建設事業費（下水道長寿命化計画管渠更新工事）の減により
対前年比５．４％減の１０億８４０万４千円を計上しました。
　個別排水処理特別会計は、個別排水処理施設建設事業費（個別浄化槽設置工事）の増により対前年
比３．７％増の１億５５０万８千円を計上しました。

　水道事業会計は、建設改良費（量水器収納筺設置費用）の減により対前年比２．８％減の８億
８，０７６万２千円を計上しました。
　病院事業会計は、医業費用（薬品費）の減により対前年比０．８％減の２５億７，４８８万
４千円を計上しました。
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　平成３１年度美幌町各会計の予算規模の割合は次のようになっています。

739,286 
845,110 893,318 

656,751 
832,660 823,133 779,825 875,615 906,255 880,762 

1,918,410 2,060,224 2,094,652 
2,223,532 2,168,572 

2,379,999 

2,531,182 2,470,325 
2,595,367 2,574,884 

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

単位：千円

水道事業・病院事業会計予算規模の推移 水道事業会計
病院事業会計

一般会計

52.2%

国民健康保険特別会計

13.3%

後期高齢者医療

特別会計 1.5%

介護保険特別会計

9.6%

公共下水道特別会計

5.2%

個別排水処理特別会計

0.6%

水道事業会計

4.5%

病院事業会計

13.1%

平成３１年度各会計の予算規模

予算総額 １９６億１，７５３万円

1,011,202 
968,791 948,493 

899,732 

1,010,185 

1,119,690 1,190,287 1,149,129 

1,065,655 
1,008,404 

61,958 78,327 77,073 
81,185 83,664 90,754 90,005 97,462 101,698 105,508 

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

単位：千円

公共下水道・個別排水処理特別会計予算規模の推移 公共下水道特別会計

個別排水処理特別会計
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２ 平成３１年度一般会計歳出予算の科目別配分状況

　平成３１年度と平成３０年度の一般会計予算の歳出を科目別に比較しました。
　平成３１年度は民生費が最も多く、次いで職員給与費の順になっています。
　民生費が多いのは、子ども・子育て支援、高齢者福祉、保健・予防対策、地域医療体制の充実
　などに予算配分したことによるものです。

　平成３１年度の各科目ごとの配分は次のようになっています。

1,363,197

1,194,331

1,028,158

1,002,898

916,054

681,957

571,281

445,666

442,230

82,452

28,236

1,000

1,319,661

1,166,781

994,298

1,092,642

1,402,159

522,764

560,974

498,662

460,641

83,000

33,225

1,000

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000 3,000,000

民生費

職員給与費

土木費

衛生費

公債費

教育費

総務費

農林水産業費

消防費

商工費

議会費

労働費

予備費 総額 １０２億４，８０２万８千円

単位：千円

一般会計各科目別予算額
平成３１年度
平成３０年度

2,776,479

民生費

24.3%

職員給与費

13.3%
土木費

11.7%

衛生費

10.0%

公債費

9.8%

教育費

8.9%

総務費

6.7%

農林水産業費

5.6%

消防費

4.3%

商工費

4.3%

議会費

0.8%
労働費

0.3%

予算の科目別配分

2,490,568 
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３ 平成３１年度一般会計歳入予算の内訳

　町の収入で一番多いのは、国から配分される地方交付税で３８億３，０００万円、次いで町税
２１億９,６０２万円、道支出金７億３，９３４万円の順になっています。

　各科目の歳入総額に占める割合は、次の円グラフのとおりです。

3,830,000

2,196,020

739,340

732,580

693,876

496,060

421,133

412,125

269,931

142,872

112,400

93,395

32,007

16,082

13,699

10,000

5,905

18,906

4,950

3,850

2,552

345

3,850,000

2,178,801

737,323

943,879

1,221,230

507,342

422,346

399,105

269,717

152,387

95,215

36,364

25,008

41,063

0

10,000

3,244

7,205

4,082

4,470

3,169

336

0 1,000,000 2,000,000 3,000,000 4,000,000 5,000,000

地方交付税

町税

道支出金

国庫支出金

町債

諸収入

繰入金

地方消費税交付金

使用料及び手数料

地方譲与税

分担金及び負担金

財産収入

寄附金

自動車取得税交付金

環境性能割交付金

繰越金

配当割交付金

地方特例交付金

株式等譲渡所得割交付金

利子割交付金

交通安全対策特別交付金

国有提供施設等交付金

単位：千円

歳入の内訳
平成３１年度

平成３０年度

地方交付税

37.4%

町税

21.4%

国庫支出金

7.2%

道支出金

7.2%

町債

6.8%

諸収入

4.8%

繰入金 4.1%

地方消費税交付金 4.0％

使用料及び手数料

2.6%
地方譲与税

1.4%

分担金及び負担金

1.1%

その他

2.0%

歳入の割合
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４ 町税の推移と内訳

　町税の内訳（平成２９年度決算）は、固定資産税が３９．２％を占めており、次いで個人町民税
３８．４％、町たばこ税７．９％、法人町民税６．３％、都市計画税５．５％、軽自動車税２．７
％の順になっています。

５ 管内市町村との税収の比較

　歳入に占める町税の割合を平成２９年度決算で比較してみると、１９．８％とオホーツク管内
市町村の中で３番高い割合となっています。

　町税の推移は次のとおりとなっており、固定資産税の新規設備投資による償却資産の増が見込まれ
ることなどにより、対前年比０．８％増の２１億９，６０２万円の当初予算額となっています。

　自主財源である町税の収納率向上に向け、引き続き収納体制の強化に取り組んでいきます。

3.9
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単位：％管内市町村の歳入に占める税収の割合

15.5

固定資産税

39.2%

個人町民税

38.4%

町たばこ税

7.9%

法人町民税

6.3%

都市計画税

5.5%

軽自動車税

2.7%

税目別収入割合

2,313,426

2,266,696

2,232,491

2,202,087

2,177,240

2,187,815

2,205,672

2,178,801

2,196,020

94.6 95.0 95.4 95.7
96.4 96.6 96.6

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

単位：千円・％

町税の推移 町 税
収納率

H30･31年度は予算額

管内平均 １５．３％

全道平均 ２０．８％

類似団体平均 ３２．９％
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６ 標準財政規模と地方交付税額

地方債

　平成２９年度の標準財政規模（人口や面積などを基準として、その町を運営していくために必要な
お金）の標準規模額（地方交付税を算定する基礎数値）と交付税額をグラフにしました。
　管内市町村の標準財政規模は、北見市が３５１億２，２３５万３千円と最も高く、次いで網走市の
１１８億２，６３１万７千円、紋別市の９６億４，４５９万円で美幌町は６７億２７５万１千円と３市
１町（遠軽町）に次いで５番目となっています。
　一方、管内市町村の交付税（普通・特別）の交付額では、北見市が最も高く１８５億７，８５７万
３千円、次いで紋別市の６６億７，１３１万５千円で美幌町は４０億６，１６５万４千円と管内市町
村では５番目となっています。
　なお、全道で泊村だけは、基準財政需要額（必要最低限の水準である一般的な行政サービスに係る
経費）より基準財政収入額（町税等の収入額）が多いため、普通交付税が交付されていません。

35,122,353

11,826,317

9,644,590

9,429,051

6,702,751

5,623,200

5,271,170

5,008,137

3,567,458

3,472,466

3,380,850

3,313,182

3,112,748

2,843,731

2,788,007

2,779,365

2,753,555

1,416,209

18,578,573

6,588,556

6,671,315

6,669,992

4,061,654

3,403,580

3,925,532

3,725,287

2,860,672

2,739,617

2,665,425

2,442,098

2,469,052

2,271,137

2,462,166

2,104,433

2,487,139

1,329,068

0 5,000,000 10,000,000 15,000,000 20,000,000 25,000,000 30,000,000 35,000,000 40,000,000

北見市

網走市

紋別市

遠軽町

美幌町

斜里町

湧別町

大空町

雄武町

小清水町

津別町

佐呂間町

清里町

興部町

置戸町

訓子府町

滝上町

西興部村

単位：千円

管内市町村の標準財政規模及び交付税額
標準財政規模

交付税（普通＋特別）
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７ 基準財政収入額及び基準財政需要額の推移

15

８ 地方交付税の推移

ために、交付税総額の６％の範囲内で交付されます。

国から交付されます。

　地方交付税は、普通交付税と特別交付税の２種類に区分され、普通交付税は個々の地方公共団体が
標準的な水準で行政を行うために必要な経費の内、一般財源でまかなうべき額から、個々の地方公共
団体の標準的な一般財源（税収等）の収入額を超える分が地方公共団体に対し交付されます。
　特別交付税は、その年に生じた災害等特別の事情により多額の経費がかかる財政需要に反映させる

　基準財政収入額とは、個々の地方公共団体が、標準的な状態において徴収が見込まれる税収入を一
定の方法によって算定した額をいい、基準財政需要額は、個々の地方公共団体が標準的な水準で行政
を行うために必要な経費を一定の方法によって算出した額を表します。この差額が地方交付税として

3,956,357
3,826,737

3,901,536 3,876,488 3,829,748 3,856,907 3,770,466
3,694,689 3,670,053

330,082 338,053 343,287 347,379 351,628 401,636 372,686 366,965 361,587 

4,286,439
4,164,790 4,244,823 4,223,867 4,181,376 4,258,543

4,143,152
4,061,654 4,031,640

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

単位：千円

地方交付税の推移
普通交付税
特別交付税
普通交付税＋特別交付税

5,853,307 

5,842,269 

5,861,852 

5,887,810 

5,824,045 

5,948,651 

5,886,475 

5,840,657 

5,822,595 

1,893,150 

2,015,532 

1,969,686 

2,011,322 

1,994,297 

2,106,790 

2,111,166 

2,141,360 

2,146,904 

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

単位：千円

基準財政収入額及び基準財政需要額の推移
基準財政需要額

基準財政収入額
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９ 投資的経費の推移

10 地方債（借金）の償還額と借入額の推移

11 各会計地方債（借金）の残高状況

※一般会計地方債現在高には、介護サービス特別会計廃止に伴う調整分も含む。

１世帯当たり ２０９万円(前年度１８５万円)、人口１人当たり ９０万４千円（前年度８８万
３千円）となります。ただし、借金の中には交付税により措置されるもの（国からの交付金）があ
り、借入金額がそのまま町民の負担となるわけではありません。

　地方債の償還額（利息含む）は、公的資金補償金免除繰上償還の実施や新発債の抑制により、平成
１６年度をピークに毎年減少しています。地方債の発行について、平成２９年度は町民会館改築等に
より借入額が増額していますが、今後も事業の優先度や緊急性、後年度に及ぼす影響を判断し、将来
にわたって健全財政の確保ができるよう慎重に対処していく必要があります。

　町の借金は、平成２９年度末で美幌町全体で１８０億３,０９９万３千円となっています。

　投資的経費（普通建設事業、災害復旧事業等）の推移をグラフにしました。
　今後も、事業の必要性、優先度、事業効果等十分検討し、後年度における財政負担を考慮しながら　
真に必要な事業を推進してまいります。

　これを、平成３０年１月１日現在の世帯数及び町民１人当たりの負担額に置き換えてみますと、

507,953

1,847,886

2,007,634

4,444,708

9,222,812

個別排水処理特別会計

水道事業会計

病院事業会計

公共下水道特別会計

一般会計

総額 １８，０３０，９９３千円

単位:千円会計別地方債残高

116.8

110.1
103.2

97.5 94.7
90.2

87.1
92.1

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

単位:億円一般会計地方債残高の推移

1,670,591
1,541,881

1,401,092 1,310,272 1,281,250

1,187,793 1,118,332

1,085,792

630,100
679,100

546,500 584,200

867,500

629,302 719,662

1,532,372

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

単位：千円

地方債償還額と借入額の推移 償還額

借入額

2,747,626

2,053,635

1,069,400

1,363,979 1,497,729

932,730

1,923,584

2,400,585

2,000,988

720,272
151,901

397,937 516,869
192,448

1,214,674

1,718,847

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

単位：千円投資的経費の推移 投資的経費

内補助事業
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12 管内市町村の地方債（借金）と基金（貯金）残高の状況

　※企業会計及び特別会計を除いた一般会計分　　※人口は、平成３０年１月１日住民基本台帳人口

　美幌町の貯金の種類と金額は、平成２９年度末で次のようになっています。

　平成２９年度決算の管内市町村の一般会計における人口１人当たりの借金（地方債残高）と貯金

（基金）の状況は、次のとおりです。なお、借金の額は４６万２千円、貯金の額は２４万８千円と
なっており、借金は管内の市町村で一番低くく、貯金の額は５番目に低くなっています。

1,714,392

1,455,806

700,198

338,784

287,333

171,048

111,532

50,009

37,836

29,193

27,015

12,021

6,044

公共施設整備基金

財政調整基金

役場庁舎改築基金

減債基金

福祉基金

屋内多目的運動場整備基金

ふるさとづくり基金

芸術文化振興基金

公営住宅敷金基金

未来への森林づくり基金

交通安全推進基金

学校施設整備基金

総額 ４９億４，１２１万１千円

単位：千円

基金の状況

91 

105 

190 

217 

248 

475 

698 

737 

763 

778 

846 

948 

996 

1,093 

1,117 

1,127 

1,400 

3,162 

929

885

992

1,064

462

1,077

1,313

1,598

2,117

1,150

928

1,382

1,207

1,795

1,484

1,178

2,029

3,593

網走市

北見市

斜里町

紋別市

美幌町

遠軽町

興部町

小清水町

大空町

湧別町

訓子府町

佐呂間町

雄武町

置戸町

清里町

津別町

滝上町

西興部村

単位：千円
管内市町村の人口１人当たりの借金と貯金の状況 借金 貯金

25.5

30.1

34
36.1 

42.1

45.9

49.4

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

単位:億円
基金残高の推移

【借金】

管内平均 １，０１１千円

全道平均 ５５３千円

類似団体平均 ３３３千円

【貯金】

管内平均 ３１９千円

全道平均 １１０千円

類似団体平均 １１６千円

田子高齢者生活活動支援及び

青少年スポーツ振興基金
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13 財政状況（財政指標）

○　経常収支比率の状況

　美幌町の経常収支比率の推移は、次のとおりとなっています。
　今後もさらなる経常経費の抑制と税収等の財源確保に努めていきます。

　財政の状況をチェックする一つに「経常収支比率」という数値があります。これは、人件費や施設
維持管理費等毎年決まって支出するお金（経常経費）を町税や交付税等毎年決まって入ってくるお金
（経常的収入）で割返した数値をいいます。
　この数値が８０％であれば、その年に自由に使えるお金は２０％となります。従って、この数値が
低い程、様々な仕事を行えるということになります。
　平成２９年度の管内市町村の状況は次のグラフのとおりですが、美幌町は７８．４％となっており
管内平均（加重平均）の８６．０％より低い数値となっています。

80.5
81.1

76.5 77.9

77.9

75.9
77.8 78.4

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９
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経常収支比率の推移
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単位：％

管内市町村の経常収支比率

管内平均 ８６．０％

全道平均 ９１．１％

類似団体平均 ９０．７％

類似団体順位 ２／１００
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○　財政力指数の状況

す。

では北見市、網走市に次いで３番目に高い数値となっています。　※平均は加重平均

　美幌町の財政力指数の推移は、次のとおりとなっています。
過去の最高数値は昭和５９年の０．４０６でそれ以降低下傾向にあり、近年は０．３３～０．３６
の間で推移しています。

苫小牧市の０．７７３、京極町の０．７６１で、全道市町村平均では０．４６２、町村平均では
０．２４１となっています。美幌町は０．３６０で全道で３４番目（町村では１３番目）、管内

　その町の人口や面積に応じて標準的にかかるお金に対して、標準的な状態において徴収が見込まれ
る税収入を一定の方法で算出した額がどの程度であるかを示す目安として｢財政力指数｣があります。
この指数は、「町の体力」を計る基準の数値で、「１」であれば１００％自分たちのお金で町を運営
できることとなり､ ｢０．５｣であれば５０％の経費を自分の町でまかなうことができることとなりま

　平成２９年度決算で全道で一番高い数値は、泊村の１．６６３で、次いで千歳市の０．７９３、
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管内市町村の財政力指数

管内平均 ０．３２３

全道平均 ０．４６２

類似団体平均 ０．６６０

類似団体順位 ９６／１００
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○　公債費負担比率の状況

１３．８％となっています。

○　実質公債費比率の状況

で持続可能な財政運営を行っていきます。※平均は加重平均

　※早期健全化団体　～　破綻の一歩手前の状況で早期に財政の立て直しを実現しなければならない団体のことです。

　※財政再生団体　　～　いわゆる「赤字再建団体」で破綻状態に陥った団体のことです。

の元利償還金に対する普通会計からの負担金や償還金的な債務負担行為額なども加えた実質的な公

　平成２９年度決算では、美幌町は８．７％と管内では１１番目に高い数値となっていることから、
今後も特別会計を含めて歳入確保、歳出削減に取り組み、町債の新規発行を抑制するなどし、健全

債費指標であり、２５％が早期健全化団体、３５％が財政再生団体となる基準となっています。

　一般財源収入総額のうち、公債費に充てられた一般財源の割合を示す指数で、１５％を超えると
警戒ライン、２０％を超えると危険ラインと言われています。平成２９年度決算では、美幌町は

　普通会計における地方債の元利償還金のほか、公営企業会計及び一部事務組合等における地方債
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20.6 
19.8

17.7
16.5

15.9

14.2 14.0 13.8

18.6 

16.3 

13.9 

12.0 

10.7 10.0 
9.4 

8.9 8.7

5

10

15

20

25

30

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

公債費負担比率、実質公債費比率の推移

公債費負担比率

実質公債費比率（Ｈ１７～）

単位：％

3.4 4.0

5.7
6.3 6.4 6.6 6.6

8.7 8.8 8.9
9.1 9.5 10.1 10.3 10.5 10.6

14.9

16.4

津
別
町

滝
上
町

佐
呂
間
町

湧
別
町

雄
武
町

置
戸
町

訓
子
府
町

美
幌
町

北
見
市

興
部
町

遠
軽
町

清
里
町

斜
里
町

大
空
町

紋
別
市

小
清
水
町

西
興
部
村

網
走
市

管内市町村の実質公債費比率
単位：％

管内平均 ８．７％

全道平均 ７．３％

類似団体平均 ６．８％

類似団体順位 ６８／１００
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14 人件費の状況

全道町村平均を下回っております。 ※職員数　　　　　　平成29年4月1日現在

　ラスパイレス指数　平成30年4月1日現在

　※ラスパイレス指数…地方公務員と国家公務員の平均給与額を、国家公務員の職員構成を基準として、一般行政職における学歴別、　

　　　　　　　　　　　経験年数別に比較し、国家公務員の給与を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示した指数。

平成２９年度決算で美幌町は１２．３％と、管内で割合の低い方から６番目に位置しています。

　本町の人口１，０００人当たりの普通会計職員数は６．８２人となっています。
　また、本町の職員の給与水準の適性度（ラスパイレス指数）は９６．４％となっており、

　歳出総額に対し、職員給与費・議員報酬などの人件費がどのくらい占めているかを見てみますと、

7.5

9.8 10.3 11.0 11.3
12.3 12.4 12.8 13.0 13.2 13.4 13.7

14.6 14.7 14.7 14.9

15.5 15.5

大
空
町

北
見
市

網
走
市

雄
武
町

小
清
水
町

美
幌
町

紋
別
市

清
里
町

興
部
町

斜
里
町

遠
軽
町

湧
別
町

訓
子
府
町

置
戸
町

津
別
町

西
興
部
村

佐
呂
間
町

滝
上
町

単位：％
管内市町村の人件費の割合
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単位：％

単位：人

管内市町村の職員定員管理（人口１，０００人当たり普通会計職員数）
及び給与水準（ラスパイレス指数）の適性度

ラスパイレス指数

人口1,000人当たり普通会計職員数

管内平均 １１．４％

全道平均 １２．６％

類似団体平均 １５．０％

【ラスパイレス指数】

全道町村平均 ９７．２％

全道市町村平均 ９７．２％

類似団体平均 ９７．３％

類似団体順位 ５０／１００
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15 財務書類４表（統一的な基準）

　町の予算・決算に係る会計制度は、予算の適切な執行を図るため、現金の収入と支出（お金の出入

り）のみを記録し、単純で透明性のある「現金主義会計・単式簿記」を採用しています。
　しかし、それだけでは負債の累積額、資産に係る減価償却費などの見えない経費（非現金コスト）
を含めた正確な経費が把握できないという課題があるため、現金主義会計による予算・決算制度を補
完するものとして、企業会計で採用している「発生主義・複式簿記」を取り入れた財務書類の作成、
会計情報の充実が求められています。

＜財務書類４表の解説＞
○貸借対照表（バランスシート）
　貸借対照表は、年度末（３月３１日）時点における町の財政状況を明らかにするものです。
　町民の財産（公園、道路、学校など）や今後回収する予定の未収金など、将来にわたり様々な行政
サービスを提供する「資産」が表の左側（借方）に、「資産」を築くために必要な地方債など将来の
世代が負担することになる「負債」と、町税や使用料、手数料などによって、現在までの世代が負担
してきた「純資産」が表の右側（貸方）に記載されます。

○行政コスト計算書
　行政コスト計算書は、１年間（４月１日から３月３１日まで）の行政運営コスト（費用と収益）
を明らかにするものです。福祉活動やごみの収集といった資産形成に結びつかない行政サービスに
係る経費と、その行政サービスの直接の対価として得られた使用料や手数用などの財源を対比させ
た計算書です。人件費や物件費、減価償却費などの「経常行政コスト」と、使用料・手数料などの
「経常収益」からなり、これらを差し引きしたものが「純経常行政コスト」となります。

○純資産変動計算書
　純資産変動計算書は、１年間（４月１日から３月３１日まで）に町の純資産がどのように変動し
たかを明らかにするものです。純資産は、現在までの世代が負担してきた分であるため、増加して
いれば将来世代も利用可能な資産を蓄積したことになります。反対に減少していれば、将来世代に
負担を先送りしていることになります。税金などの対価のない収入は純資産変動計算書に含まれて
います。

○資金収支計算書
　資金収支計算書は、１年間（４月１日から３月３１日まで）の町の現金預金の収支の状態、利用
状況、資金能力を明らかにするものです。
　前年度末の残高、本年度末の残高や期中の増減額を表しており、資金収支の性質に応じて「業務
活動収支」、「投資活動収支」、「財務活動収支」の３区分により表示することで、どのような活
動に資金が使われたのかがわかります。

　※美幌町では、平成２２年度決算から決算統計数値を活用する「総務省方式改訂モデル」による
　財務書類４表の作成・分析・公表を行っています。
　　なお、平成２８年度決算からは国の要請を受け、「統一的な基準」を導入しています。

借　方

資　　　産

貸　方

負　　　債

純　資　産

使う資産

(例 公園、道路、学校など)

売れる資産、回収予定の資産
(例 売却予定資産、貸付金など)

将来の世代の負担

(例 地方債など)

現在までの世代の負担

(例 町税、使用料、手数料など)
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16 人口及び世帯数の推移

　最も人口が多かった年が平成元年の ２５,８２５人で、その後は減少傾向にあります。一方、
世帯数は、核家族化、高齢化による単身世帯等が進み年々増加しておりましたが、平成２３年から
は、減少傾向に転じています。
　なお、第６期総合計画（H28～R2)においては、令和８年度の将来人口を１８，０００人と想定し
ています。（参考：過去に最も人口が多かったのは、昭和３５年９月末の２８,６１６人です。）

25,825
24,934 24,128

23,204

22,083 21,871 21,550 21,288
21,033 20,835 20,608

20,257 20,000 19,680 19,316

9,201 9,191 9,454 9,683 9,820 9,812 9,825 9,768 9,764 9,730 9,730 9,701 9,669 9,629 9,582

Ｈ１ Ｈ５ Ｈ１０ Ｈ１５ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

単 位：人・世帯

人 口：3月31日現在

世帯数：9月30日現在

人口と世帯数の推移（年度別）

人口数 世帯数
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　　本町の財政状況は、平成２４年に策定した「第２次美幌町財政運営計画」に基づき、中長期的な財

　政見通しの下、財政の健全化に向けた取り組みを強化してきた結果、概ね健全な状態となっておりま

　すが、一般会計の歳入の約４割を占める地方交付税が縮減傾向にあることに加え、歳出においては、

　社会保障関連経費、子ども子育て支援や防災対策、老朽化した公共施設の整備などの経費の増大が見

　込まれていることから、今後も将来にわたって効率的・効果的な行政サービスの維持・提供を図って

　いく必要があります。

　　人口減少をはじめ、自然災害への対応、地域活性化の推進など、本町を取り巻く課題は、山積して

　おりますが、最小の経費で最大の効果を得るために、最大限の努力を重ねることはもちろんのこと、

　「第６期美幌町総合計画」「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を着実に実行しながら、健全な行政

　運営に努めてまいりますので、町民のみなさまのご理解とご協力を賜りますよう、お願い申し上げま

　す。

　「グラフで見る財政状況」は、地方財政状況調査（決算統計）、各会計決算書、
国勢調査、オホーツク総合振興局地域創生部地域政策課市町村係提供資料の数値
に基づき作成しています。

令和元年５月作成

＊本書についてのお問い合わせは、役場総務部財務グループ財務担当までご連絡下さい。

電話 ７３－１１１１ 内線　 ２２０，２２１，２２２

お わ り に


